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取扱 説明 書 


ユニ バー サル ・ コ ント ロー ラー 上 J-5 ル 


PS0565A FNEI-NM 


本 製品 (以下 コン トロ ー ラ ー) は 弊社 製 特定 小 電 力 ト ラン シー バーDJ-P24 (以下 トラ ン シ ー バ ー) と 接続 し 、 接 点 情報 を 双方 向 に 無線 
伝送 する こと に よっ て 遠隔 操作 を お こ な う た め の ユ ニッ ト で す 。 


使用 前 の ご 注意 


本 製品 は 工業 用 途 や 人 命 に か か わる よう な 高い 信頼 性 が 要求 され る 状況 下 で 使用 され る 、 あるいは シス テム に 用 いら れる こと を 目 
的 と し て 設計 ・ 製 造 さ れ た も の で は あり ませ ん 。 
製品 の 品質 、 信 頼 性 向上 に 努め て お り ま す が 電 子 部 品 は 故障 が 発生 し た り 誤 動作 する こと が あり ます 。 万 が 一 弊社 製品 に 誤動作 、 
不具 合 が 生じ 、 正 し く 情 報 伝送 が で き な か っ た 場合 で も 製造 元 お よび 販売 元 は その 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 


還付 属 品 


電源 ケー ブル UX1371 ン 信号 ケー ブル DX1372 (トラ ン シ ー バ ー と の 接続 用 ) 


取扱 説明 書 (本 書 ) 
注 ) 別途 4C アダ プターEDC-122 が 必要 で す 。 


画 製 品 構成 


コン トロ ー ラ ー と トラ ン シ ー バ ー を 接続 し た も の を ニ 二 組 準備 し ます 。 
本 製品 を 使用 し た 無線 伝送 は 1 対 1 の 組み 合わ せ で の み 、 お こ な う こと が で きま す 。 | 皿 


複数 台 組み 合わ せる こと は で きま せん 。 


注 ) 通信 距離 の 目安 は 見 通し の よい 場所 で 約 100m で す 。 


画 各 部 の 名 称 と は た らき 
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画 事 前 設定 (ID 登録 ) 


名 称 は た らき 
① | テス ト 端 子 使用 し ませ ん 
② | 信号 端子 トラ ン シ ー バ ー と 接続 し ます 
③ | 電源 出力 端子 トラ ン シ ー バ ー と 接続 し ます 
④ | 電源 入力 端子 AC アダ プター を 接続 し ます 
⑤ | テス トス イッ チ 入力 信号 テス ト 用 (5 回 路 ) 
⑥ | 信号 入力 端子 入力 信号 を 接続 し ます (5 回 路 ) 
⑦ | リセ ッ ト ス イッ チ | コン トロ ー ラ ー を リセ ッ ト し ます 
SET2 スイ ッ チ 相手 機 ID を 表示 し ます 
⑨ | SET1 スイ ッ チ 自 機 1D を 表示 また は 送出 し ます 
DIP スイ ッ チ ※ 入 力 信号 の 論理 を 選択 し ます (1<5) 
⑪ | ディ スプ レイ 状態 を 表示 し ます 
⑫ | 信号 出力 端子 制御 対象 機器 な ど を 接続 し ます (5 回 路 ) 
⑬ 


LED 


状態 を 表示 し ます (5 回 路 ) 


コン トロ ー ラ ー に は 一 台 ず つ 個 別 の ID が 登録 され て いま す 。 
トラ ン シ ー バ ー と 接続 し て 使用 する 前 に コン トロ ー ラ ー ど うし を 接続 し 、 お 互い の ID を 登録 し ます 。 


この 設定 は 混信 を 防ぐ た め に 、 登 録 さ れ た 相手 機 の 信号 に の み 応 答 す る た め の も の で す 。 


※ 初 期 状 態 ( 下 側 ) は 、「 無 電圧 閉 回 路 」 入 力 で ON を 伝送 


①2 台 の コン トロ ー ラ ー を 付属 の ケー ブル で 下図 の よう に 接続 し 、AC アダ プター で 電源 を 供給 し ます 。 

②SET1 スイ ッ チ を 約 2 秒間 押し ます 。ID が 相手 機 に 送出 され 、 登 録 が お こ な わ れる と ディ スプ レイ に 番号 が 表示 され ます 。 
③2 台 の コン トロ ー ラ ー と も 順番 に 同じ 登録 操作 を お こない ます 。 
(④SET1 スイ ッ チ を 押す と 自 機 ID が 、SET2 スイ ッ チ を 押す と 登録 され た 相手 機 ID が 確認 で きま す 。 


信号 ケー ブル 
UX1372 
O O 
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UX1371 ーー 二 Fm 店 * 
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順番 に 約 2 秒間 押す 


画 ト ラン シー バー の 設定 変更 

DJ-P24 の セッ トモ ー ド に お いて デー タ 通信 速 度 を 変更 し ます 。(38400bps 一 9600bps) 

ファ ンク ショ ン キ ー を 押し た あと に ダイ ヤル を 23 回 押し ます 。「38400」 が 表示 され ます 。 ダ イヤ ル を 回 し 「9600」 を 選択 し ます 。 
PTT キー を 押し 設定 を 完了 し ます 。( セ ッ ト モ ー ド へ の 入り 方 は DJ-P24 の 取扱 説明 書 44 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。) 


画 接 続 
ID 登録 済み の コン トロ ー ラ ー と トラ ン シ ー バ ー を 接続 し ます 。 


【 送 信 (制御 ) 側 】 
① コ ント ロー ラー と トラ ン シ ー バ ー を 付属 の ケー ブル で 接続 し ます 。 
(コントローラ ー の 信号 入力 端子 に スイ ッ チ な どの 接点 を 接続 し ます 。 

初期 状態 で は 「 無 電圧 閉 回 路 」 が 入力 され る と ON 信号 を 伝送 し 、 受 信 側 リレー が ON し ます 。 

DIP スイ ッ チ 1<5 を ON 側 に すれ ば 入力 信号 は 逆 論理 と な り ま す 。(DIP スイ ッ チ 1~5 は 、 信 号 入力 端子 1 て 5 と 対応 し て いま す ) 
③ テ スト スイ ッ チ 1<5 は 信号 入力 端子 1<5 と 対応 し て お り 、 こ れ ら スイ ッ チ を 操作 し て 受信 側 リ レー を 制御 する こと も で きま す 。 
(《④ ト ラン シー バー の 電源 スイ ッ チ を ON 状態 と し 、 コ ント ロー ラー に AC アダ プター を 接続 し ます 。 

トラ ン シ ー バ ー の 電源 が 入り 、 デ ィ ス プレ イ の dot ( 点 ) が 点灯 すれ ば 準備 完了 で す 。 
⑤ 送 信 側 コ ント ロー ラー か ら ON 信号 を 送出 し 、 受 信 側 よ り 応答 が ある と 該当 の LED が 緑色 に 点灯 し ます 。 


信号 ケー ブル 
UX1372 
電源 ケー ブル 
UX1371 
人 ディ スプ レイ 
開放 | 本 
1@) D 」 ーーーー LED 
画 1 2 3 4 5 BfHggHHH| 一 一 - DIP スイッチ 
= ニー 】 條 】 條 】 便 E 揚 F 】 提 中 1 て 5 
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| O P 旧 上 O 
AC アダ プター の 0 4 5 
EDC-122 テス トス イッ チ 1^5 | 信号 入力 端子 
接点 入力 (5 回 路 ) 


無 電 圧 閉 回 路 入 力 で ON 信号 を 伝送 (初期 状態 
DIP スイ ッ チ 1~5 を ON 側 に すれ ば 逆 論理 と な り ま す 。 


【 受 信 ( 被 制御 ) 側 】 
① コ ント ロー ラー と トラ ン シ ー バ ー を 付属 の ケー ブル で 接続 し ます 。 
② コ ント ロー ラー の 信号 出力 端子 に 駆動 し た い 機 器 の 回 路 を 接続 し ます 。( リ レー 接点 容量 DC30V ン 1A 以下 AGC 機器 の 駆動 は 不可 ) 
③ ト ラン シー バー の 電源 スイ ッ チ を ON 状態 と し 、 コ ント ロー ラー に AC アダ プター を 接続 し ます 。 
トラ ン シ ー バ ー の 電源 が 入り 、 デ ィ ス プレ イ の dot ( 点 ) が 点灯 すれ ば 準備 完了 で す 。 
④ 送 信 側 コン トロ ー ラ ー か ら の ON 信号 に より リレー が ON する と 、 該 当 の LED が 赤色 に 点灯 し ます 。 


リレー 接点 容量 DC30V プ 1A 以下 
言 号 ケ ー ブ ル | AO 機 器 の 駆動 は 不可 


と UX1372 


リレー 接点 出力 (5 回 路 ) 


電源 ケー ブル STSS 9 信号 出力 端子 
UX1371 
O BBdBdBdBdBdBdBdBdBd| O ディ スプ レイ 
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画 使 用 例 
本 製品 を 使用 し た 簡単 な 一 例 を 示し ます 


【 セ ッ ト A】 


AC アダ プター 
EDC-122 


【 セ ッ ト B】 
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セッ ト A の スイ ッ チ を 操作 し 、 
セッ ト B の ブザー を 遠隔 操作 


セッ ト B の スイ ッ チ を 操作 し 、 
セッ ト A の ラン プ を 遠隔 操作 


使用 中 の 注意 
電源 投入 時 また は リセ ッ ト 時 に 、 
コン トロ ー ラ ー と トラ ン シ ー バ 
ー の 間 で 初期 化 が お こ な わ れ ま 


〇 
す 。 
ーー 開放 店 加 使用 途中 で トラ ン シ ー バ ー の 電 
し Ero 記 " 源 を 切る と 、 そ の 後 再 投入 し て も 
BBHBBBg 正常 に 動作 し な いこ と が あり ま 
し -F コ | 」 糞 擬 す 。 
に 草酸 記 可 トラ ン シ ー バ ー の 電源 だ け を 入 
ら O デブ れ 直 し た 場合 は 、 コ ント ロー ラー 
H デ の リセ ッ ト ス イッ チ を 押し 初期 
了 レ 24 化し て くだ さい 。 た だ し 初期 化し 
AC ア ダ プ ター N 8 た 場合 、 そ れ ま で の リレー 接点 の 
EDC-122 入力 5 スイ ッ チ 状態 は 保持 され ませ ん 。 
1 トー ゴ 1 
画 仕 様 ・ 定 格 
4- の 4 
対応 機種 DJ-P24 (特定 小 電 力 ト ラン シー バー) 
O に 提 同 9 通信 方 式 2 値 FSK ン 双方 向 (シン プレ ックス 方 式 ) 
1 アン サー バッ ク あり 
上 電源 電圧 DC6V 
1 消費 電流 200mA 以下 (EJ-57U の み ) 
Pn 65|75 電源 端子 EIAJ 区 分 2 型 
イン ター フェ イス 端子 | の 3.5 ス テレ オジ ャ ッ ク 
イン ター フェ イス 形式 | 弊社 独自 シリ アル 通信 方 式 
入力 回 路 数 5 
本 っ 0 EETKEEP2 5 
」 90 出力 回 路 形式 リレー ン 無 電圧 接点 出力 
と リレー 接点 容量 DC30V ン 1A 以下 (AC 駆動 は 不可 注 1) 
= 動作 温度 範囲 -10<50'C 
寸法 100mm x 75mm ( 穴 位置 90mm x 65mm) 
t=1.6 プリ ント 基板 重量 約 60g 
部 品 高 さ 12mm 以下 


注 1) リレー 接点 へ AC 電圧 を 印加 する と 接点 が 焼損 し 事故 に 
つなが り ま す の で 絶対 に お こ な わ な いで くだ さい 。 


安 全 上 の ご 注意 多 


製品 を 安全 に ご 使用 いた だ く た め 「 安 全 上 の ご 注意 」 を お 読み 
くだ さい 。 こ の 取扱 説明 書 で は 製品 を 安全 に 正しく お 使い いた 
だ き 、 あ な た や 他 の 人 々 へ の 危害 や 財産 へ の 損害 を 未然 に 防止 
する た め に 記載 し て いま す 。 そ の 表示 の 意味 は 次 の よう に な っ 
て いま す 。 内 容 を よく 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


画 通 信 距 離 に つい て 
口 通信 距離 の 目安 は 見 通し の よい 場所 で 約 100m で す 。 
通信 で きる 距離 は 周囲 の 状況 に よっ て 大 きく 異な り 、 音 声 
通話 が 可能 な 状況 下 で あっ て も 電界 強度 が 変化 する こと に 
よる ジッ ター な ど に より デー タ は 正常 に 伝送 で き な い こと 
が あり ます 。 


画 無 線 機 本 体 の 取扱 い に つ いて 


この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取扱 い を する と 、 人 が 
死亡 また は 重傷 を 負う 危険 が 差し 迫っ て 生じ る 
危険 こと が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取扱 い を する と 、 人 が 
死亡 また は 重傷 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 
を 示し て いま す 。 


この 表示 を 無視 し て 誤っ た 取扱 い を する と 、 人 が 
坦 害 を 負う 可能 性 が 想定 され る 内 容 お よび 物 的 
注意 損害 の 発生 が 想定 され る 内 容 を 示し て いま す 。 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 な どの 外部 要因 に 
て 通信 の 機会 を た 失っ た た め に 生じ る 損害 、 純 粋 経済 損害 に つき ま 
し て は 、 当 社 は 一 切 その 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 
了承 くだ さい 。 
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画 使 用 環境 ・ 条 件 

口 この 製品 を 人 命 救助 な どの 目的 で 使用 し て 万 が 一 故障 、 誤 
動作 な ど が 原因 で 人 命 が 失 われ る こと が あっ て も 、 製 造 元 
お よび 販売 元 は 、 そ の 責任 を 負う も の で は あり ませ ん 。 

ロロ この 製品 を 何ら か の シス テム や 電子 機器 の 一 部 と し て 組 
み 込 ん で 使用 し た 場合 、 い か な る 誤動作 、 不 具合 が 生じ て 
も 製造 元 お よび 販売 元 は その 責任 を 負う も の で は あり ま 
せん 。 

口 こ の 製品 どう し 、 ま た は 他 の 無線 機器 と と も に 至近 距離 で 
複数 台 使用 し な いで くだ さい 。 お 互い の 影響 に より 故障 、 
誤動作 、 不 具合 の 原因 と な り ま す 。 

口 電子 機器 (医療 機器 な ど ) の 近く で は 使用 し な いで くだ さ 
い 。 電 波 障害 に より 機器 の 故障 、 誤 動作 の 原因 と な り ま す 。 

口 航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 列 車内 、 中 継 局 周辺 、 病 院内 な ど 
で は 絶対 に 使用 し な いで くだ さい 。 電源 も 入れ な いで くだ 
さい 。 運行 の 安全 や 無線 局 の 運用 、 放送 の 受信 に 支障 を き 
た し た り 、 医 療 機器 が 故障 、 誤 動作 する 原因 と な り ま す 。 

口 部 品 や 電池 か ら 漏 れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付着 し た と き は 、 
皮膚 に 障害 を 起こ す お それ が あり ます の で 、 す ぐに きれ い 
な 水 で 洗い 流し て くだ さい 。 

口 指定 以外 の オプ ショ ン や 他社 の アク セ サ リ ー 製 品 を 接続 
し な いで くだ さい 。 故障 の 原因 と な り ま す 。 


アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ ヤル 0120-464-007 
全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 窓口 に つなが り ま す 。 
受付 時 間 ン 10:00 こ 17:00 月 曜 ご 金曜 (祝祭 日 及び 12:00 こ 13:00 は 除き ます ) 
http ://www. alinco. co. jp/ 


ホー ムペ ー ジ 


口 無線 機 は 調整 済み で あり 分 解 、 改 造 す る こと は 法律 に より 
禁止 され て いま す 。 分 解 、 改 造 し て 使用 し な いで くだ さい 。 
火災 、 感 電 、 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


画 保 守 ・ 点 検 
口 無線 機 本 体 の ケー ス は 開け な いで くだ さい 。 け が 、 感 電 、 
履 障 の 原因 と な り ま す 。 
コン トロ ー ラ ー お よび トラ ン シ ー バ ー の 改造 は 絶対 に お こ 
な わな いで くだ さい 。 点検 、 修理 は お 買い 上 げ の 販売 店 、 ま 
た は 弊社 サー ビス 窓口 へ ご 依頼 くだ さい 。 


画 異 常時 の 処置 に つい て 
口 以下 の 場合 は すぐ に 本 体 の 電源 を 切り 、 電 池 を 取り 外し て 
くだ さい 。 異常 な 状態 の まま 使用 する と 火災 、 感 電 、 故 障 

の 原因 と な り ま す 。 


・ 異 常 な 音 が し た り 、 煙 が 出 た り 、 変 な 臭い が する と き 。 


・ 落 と し た り 、 ケ ー ス が 破損 し た と き 。 
・ 基板 が 濡れ た り 、 内 部 に 水 や 異物 が 入っ た と き 。 


/N 危険 
画 使 用 用 途 


ロ エ 業 用 途 や 人 命 に か か わる よう な 高い 信頼 性 が 要求 され 
る 状況 下 で は 使用 し な いで くだ さい 。 


口 本 製品 は AG 駆動 で きま せん 。 リレー 接点 へ AC 電圧 を 印加 
する と 接点 が 焼損 し 事故 に つなが り ま す の で 絶対 に お こ 
な わな いで くだ さい 。 


画 使 用 環境 ・ 条 件 
ロ テ レ ビ 、 ラ ジオ の 近く で 使用 し な いで くだ さい 。 電波 障害 
を 与え た り 、 受 けた りす る こと が あり ます 。 


画 製 品 の 取扱 い に つ いて 
品 長 期間 ご 使用 に な ら な いと き は 、 安 全 の た め 電 源 を 切り 、 
AC アダ プター を コン セン ト か ら 抜 き 、 電 池 を 取り 外し て 
くだ さい 。 


画 保 守 ・ 点 検 
口 お 手入れ の 際 は 安全 の た め 電 源 を 切り 、AC アダ プター を 
コン セン ト か ら 抜 き 、 電 池 を 取り 外し て くだ さい 。 


電子 事業 」 を ご 覧 くだ さい 。 


